
本城跡❸

久米城本城跡の看板と佐竹北家の旗が
目印。三市（秋田・仙北・当市）の連携交流
提携10周年を記念して，秋田県仙北市教
育委員会から寄贈された枝垂れ桜が植
樹されています。
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【スタート】
久米城跡駐車場

▼距離…約4km

▼時間…約2時間

久米城跡
コース

♪

城郭用語解説
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くるわ西の城❷

テレビ中継所のある曲輪から堀切で区分さ
れた南西に並ぶ三つの曲輪を中心とする一
帯。南西側には段々状に5・6段の曲輪が配
置されています。標高104.3ｍの物見台から
の眺めは、四季折々の美しさが楽しめます。

垂直の崖❶

当時の城は、自然地形を利用して造られて
います。この場所はV字谷を深く掘りこみ、
谷底を水平に削り約8ｍの落差がある崖を
造り出し、敵の侵入を遮断している場所で
す。見学時は足元に十分ご注意ください。

鹿島神社❹

明和４（1767）年創建。祭神は武甕槌命
（たけみかづちのみこと）。東の城の二の
曲輪に位置します。

山の神❺

南の出城の南方約170ｍに位置する城域
の南端には、山を守護する神として信仰
され、山仕事の安全を祈願した山の神の
祠があります。

●曲輪（郭）
城を構成する土塁や堀で
囲まれた一区画。
●堀切
山の尾根や台地づたいの
侵入を妨ぐもので、尾根
や台地を切断（または分
断）するように掘られた
堀。

◎散策にあたっては、各所に案内板が設置されていますので、迷うことなく散策できるようになっています。
　また、駐車場にはチラシや杖を用意してありますのでご利用ください。
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ご希望がありました
ら、

散策コースを
ご案内します！ ＜北の出城＞

＜南の出城＞

＜西の城＞

＜東の城＞

＜本城＞
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